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A 22 戌長期小児の栄羞煮出納について( オ2 報）無磯喫出
北海也穴農　〇山東せつ子　　 潮路短大　籐本美男
僻修牡べ 占崎和代

〔(社)日 本 家 政 学 会

納
木籐穴｝

目的　蔵豪叫こめり泳養素差穐号を正迫に如ること副醐 け あ 八 如) 耕％μケなi＼、
糾 固紋h 駒知 牙竪収無泌 詐 ≒ 日常食摂取時の無桟俵断 叫 嗣免オ? 雛 沌 乖 こり'｀･

啄ヽ巻吟寥号案もりず糎 とし乙 又戻 奇列^ 箱 導心材科 としＺ報告柚 、
対執 心海港呼誉僕施玖､ぶT吟- ̂収海見 向暢 乙ヽ≒ 年令2  - ISオ、男十 比考i : 2, 平

均れ圓期開ろ年乙T 月,  平拘睦iiL･t,   剣最| ろi$.?－ハ4^35,6  吋、り集団?"あった。
方池 痢念詞彫 目983 －1984-年'^i垂晩ろ日額^ ヽ身巾 例 ．個人 別発摂取食f-t 柿t.

調崔/釦 ご吻転り 食 季寸ン プレ2'^ 時閣尿 ろ目分 、かレミ ンを檜嘸 としに屎'?琳秀?i行 な

い. ヤ ンや レは艇燥、衿砕 繊、蕩 戎か 解C.      廊い 乱九九度洙 、安息尭ﾉ隻減 ．比色t そほ、/･いヽサ こ･ず･レ･端 燥 ，衿砕 繊，蕩 べ分 吽 し.     廊い 蝕 湊 度3ふヽ ．寮 免`身

よソ 友，剔Fe,    N≪., K，A び八 の個/回 議 取々 ，原 ，爪 排泄量 をよソ 友，？,   Ye, ｋ K ， ゑび為<d 向 剔ヽ磯取^.  原 ，爪排泄量 をぶ め，ち八 喀，大廻

討耳磯-t ンタ- のマ心デプロ七フヽサ・レ スアヘ5  Ifト ペ ，無為収蔵綱tｸ ぢ蓼 い いu ，

郎 果　孫取影i; 4iりり りヽ.   吸収･  係留"5 両匝ば/り ＼V＼ヵヽらえられ'hi    りt' ゐl ．
Calcium　　Phosphorus

Intake  (mg/day ）　　553.0 10.6*     1137.2 12.9

Intake  （mg/kg/day ）　　17.4　0.4　35.2　0.5

Absorption  （mg/kg/day)　5.6　0.5　23.1　0.6

Absorption  （%** ）　　　31.3　2.5　66.1　1.3

Retention  (mg/kg/day ）　3.8　0.5　　2.9　0.5

Retention  {%)　　　　20.8　2.6　　8.0　1.5

* Mean 士5E.     ** Percentage of intake.  ***  μg/kg/day

A 23

Iron

9.9　0.3

299.9     7.6

火**　***91.1　9.6

29.1　2.9

***　 女喩・
91.1　9.6

29.1     2.9

Sodium

5549　112.1

169.9　3.6

141.1　4.7

98.7　0.1

22.7　4.4

5.9　2.6

Potassium　　Magnesium

2617　31.6　　212　　3.8

80.3　1.1　　　6.5　0.1

66.8　1.3　　　1.3　0.2

84.5　0.5　　14.7　3.2

15.3　1.3　　 －0.7　0.2

18.5　1.5　　-28.0　4.6

６月２日（日）第３会場　午後1 :00 ～4 :00

t: Y ｛ 成長錫段暗にあ吋 る食昧曙躬･fit 化の再痩討
ノード レダム､'>tλ 女大家眠　〇名田lk昭　　 岡 球

岡a* 大浪 賢　小野講エ

a sり? ≫I-ｵ つれわれi? ， じ(■ の喰 味嗜好 性iぷ早軋 性到 にt;') 裏n り, 一般 に加齢 に

伴 ヽヽ 甘味嗜好姓iJ 低 下し， 塩 味， 鮫昧 嗜*｝+叫i 昇ず るニ乙を報 告 した． ＝^  ぷラti現 象

を.ご^  にii 銭.t  るためi孔 洗 末 われｵつれが 味戈 珊好性 解剪 ／）すこぬ連 用 して芝r-.  f嗜好指紋j

1f 出の基礎 乙fぷる3 味（ 甘, 鮭, 塩M!.) 喰^いこつ* 再襖 討 を和え， 再解舛 乞行 っrり& 果

に つい て報 告 寸る.

さらい 甘， 酸， 塩 味各5 食晶， 計^ 品 軋の うち，酸 味晶isう か レど ス あヽよびジ ュ.-ｽ, を

除 ヽヽ r-lti3 品a  に つ・ヽ て，促 栗砥 りぢ段階葡二嗜ii 尺度 に基 づ 恥 各食＆ あ･ぶび食ふ辨別 の

^ 好曲吽 を示t  とま に， 二い こ集 団 乙しての 嗜好指執 心也iり'lにﾄin 佃 良化 をm},  か1  -し

た.

銘 果：ﾒﾌﾙﾋ ヌ,ifヽよび` ジ1.-  A  を酸 昧＆ と して取扱 った これ3･ で｛ デ ー9  乙， それ シ2

品a  をft. き, 酸 味＆ を3  ＆ 目乙 した今 回<n デ ータ 乞比 軟し す--乙こ ろ， 号 甘味姓酸 昧＆ て" あ

i  と記2  品g  を除 いた結 果<Aタ が; 幼児 か}  成 人r-  4  る蔵^ 遠 視 を通 じ゙て<r･食 味晦好性･ぶ，

ぷリ 明 シr ぶ特徴 をネ すことが 柊 め い

9|好 傀ぽ低 下し, 酸 勝躇好 性はヱ昇 した． 塩 味嗜好 慢 は幼児期 を除い て隻化 が小 い ヽこ 芦

が鼎 め シれに （2 ） 従 っ1,  甘- 酸 比μぷ或人T るl- つれ て滴I い減 少を示し， 甘 一塩 比i

同膳 のｲ頃向 をネした． 一力, 蹟 一塩 比 り 齢に煙 ヽヽ漸 増-^ る傾 向が 終 め, れ，- れiJ 上記

2 晶i  をも含 めr-  場令 心 £の傾 向を.唇 しr-.   二こ て･･J特 に,   幼 児期 力ヽ ラ息春 狗哺 期 まて･･･n

't t  期,  あ･よび 恩海 期後 期 う 蔵 早期I  - ヵヽ It て･リ% 好曳化 につii%i お寸5.


